
北栄町の地域資源を活かしたまちの活性化と低炭素化の両立構想 
～風力・農業・コナンで目指す低炭素まちづくり～ 

北栄町の基幹産業である農業を将来にわたって『夢と希望が持てる職業・産業』としていくこと、『まちで暮らすひと（住民）』も『まちを訪れるひと（観
光客）』も気軽に動ける活発なまちとすることを創蓄省エネルギー化で目指していくとともに、まちの地域エネルギーのシンボルである『風力発電』を
持続的なまちづくりに活かしていくことを検討することとし、以下の2つのリーディングプロジェクト(LP)を骨格とした構想を掲げる。 

代表提案者  北栄町（鳥取県） 

将来の展開【風力発電施設の有効活用】 
 風力発電による水素製造などの「蓄」エネの技術開発の実証フィールド 
 風力発電施設の運営・整備にかかる新規事業の誘致⇒新たな地域産業の創出 
 町内ＥＶの直接電源とし、エネルギーの地産地消を実現 

【LP1】地域エネルギーの地産地消を通じた 
     まちの基幹産業の振興 

 

【LP2】地域モビリティの低炭素化を通じた 
      まちの人流活性化 

新規就農者（ＩＪＵターン）の快適な住環境
を提供するため、空き家を活用した省エネ
リフォーム支援を行う 

新規農作物(ｲﾁｺﾞ)栽培施設への
木質バイオマスエネルギー供給
を行う地域エネルギー会社の設
立について調査研究を行う 
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新規農作物(ｲﾁｺﾞ)栽培施設
の設置と木質バイオマス等
エネルギーの供給を新しい
農業モデルとして新規就農
者や既存農業者に普及 

菜の花プロジェクトの新規展開
として、BDFを木質燃料の高品
質化（乾燥）に活用 
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地域ボランティアによる高齢者等
交通弱者の外出、買い物支援 
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ＥＶカーシェアリング：平日は役場公用車、 
休日は町民や観光客が有効利用 
タクシー車両のＥＶ化 

《休日》 
有効活用 

避難所に指定された公共
施設へのV2H/V2B導入 
⇒ 家庭・事業所へのEV, 

V2H/V2B普及 
⇒ 災害時の非常用電源

として活用 

コナン通り周辺のにぎわい創出 
⇒ ふるさと館、コナンの里、観

光農園等の回遊性向上 
⇒ 超小型ﾓﾋﾞﾘﾃｨの実証 
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